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令和 4 年度 ～ 4 年度 4,631 千円

歳出科目: 03.02.02.12.51

4,631 千円

市費
4,631 千円
国費

0 千円

県費 令和２年度 令和３年度 令和４年度 単位
0 千円 ― ― ― か所

― ― 2.0 か所

その他

0 千円

4,271 千円

令和４年度 単位
実績値 1.0 か所
目標値 2.0 か所
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事業の
評価・課題

C

令和5年度から学校の⾧期休業期間中（春夏冬休み）の児童の預かり事業を実施するにあたり、
実施場所にエアコンを取り付ける等の環境整備を行うとともに、事業所及び実施場所となる小学校と
必要な調整を行った。実施場所の変更が生じたため、1施設の整備となったが、予定どおり、市内中
学校区１か所ずつ、計５か所において、実施できるよう必要な調整を行った。
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全体事業期間: 全体事業費等:
会計 一般会計

事業内容: 令和4年度については、花園小学校、学童ほーむMAKANAの施設整備を行う。

予
算
見
積
書
で
活
用

⾧期休業期間中のみの預かりを求める声に応えるため。また子どもを取り巻く諸問題に対応できる、
子どもの居場所（サードプレイス）づくりの推進を図るため。財源内訳

事業概要等

事業概要:

⾧期休業期間中（春休み・夏休み・冬休み）における留守家庭児童の居場所として、
既存の委託先放課後児童クラブにおいて支援の単位を新たに設置し、小学校の余裕教
室等を活用し⾧期休業期間中に限定した預かり事業のための施設整備を実施する。

事業目的:
既存事業における待機児童の発生を解消するとともに、より一層児童の安心安全な居
場所（サードプレイス）づくりの推進を図る。
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令和5年度から学校の⾧期休業中（春夏冬休み）の児童の預かり事業を実施するための施設整
備を実施することができた。

①市の関与の妥当性

③休廃止の影響

④上位施策への貢献 ⑦コスト削減
余地
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終了

放課後児童クラブ施設整備事業としては一旦完了したが、既存の放課後児童クラブ委託事業の一
部として、学校の⾧期休業期間中（春夏冬休み）の児童の預かり事業を実施するため、放課後
児童健全育成事業全体の中で、成果の検証を行う。

有効性

大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

実績値
目標値
実績値
目標値

学校の⾧期休業中の児童の預かりを実施することで、保護者の選択の幅を広げ、ニーズに即した預
け先を確保できる。

目標値や目指すべき状態

施設整備数
実績値

令和５年度(令和４年度実施事業分)主要事業評価シート

問題点・課
題等:

複数の学区で待機児童の発生が懸念されているため、各学区の状況を把握し、既存事
業とのバランスを考慮した設計が必要である。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果
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総合計画: 単位施策: 子どもと子育て家庭
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PDCA 主要事業名 放課後児童クラブ施設整備事業 部課名
子ども未来部
子ども育成課
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